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令和４年度　第２回理事会　議事録（抄）

日　時　令和４年11月６日（日） 10:00～11:50
場　所　協会事務所・他
出席者　＜オンライン会議＞
理　事　平野五十男（会長）
　　　　小川　嗣人（副会長・学術局長）
　　　　青柳　利之（副会長・事務局長・保険局長）
　　　　小路口　憲（常任理事・広報局長・理療出版部長）
　　　　丹羽 つとむ（常任理事・組織局長）
　　　　三浦　政則（財務局長）
　　　　野山　隆司（情報管理局長・保険局次長）
　　　　坂原　博昭（組織局次長）
監　事　中川　保・大内田 義己
公益社団法人管理部長　杉浦　幹雄
クラウドシステム管理部長　佐藤　功
欠席者　寒河江健一（広報局次長・特殊出版部長）
　　　　
　開会に先立ち青柳副会長より、出席者数及
び理事会成立の確認（定款 34 条定足数）が
報告され、併せて報告事項の司会進行を青柳
副会長が、議案は平野会長が議長を務めるこ
と、また録音は野山、書記は小路口が担当す
ることが告げられ、事業及び各部局の報告と
議案の審議が行われた。
　
１．報告事項
報告１）諸会議及び役員渉外行動報告など
　平　野　諸会議並びに役員渉外行動、本部
　　　　　発信文書については報告書のとお
　　　　　りである。

（諸会議及び渉外行動報告書 P10 参照）
（発信文書報告書 P11 参照）

報告２）協会ホームページの更新履歴報告
　野　山　必要に応じて随時更新している。
　　　　　内容は更新履歴報告書のとおりで
　　　　　ある。

（更新履歴報告書 P14 参照）
報告３）財務クラウドリニューアルに係る進
　　　　捗状況
　野　山　財務クラウドのリニューアルは年度
　　　　　末決算データの移行後、新システム
　　　　　による運用を実施する予定である。
　中　川　リニューアルのメリットについて
　　　　　はどのようになるのか。

　野　山　財務クラウドのリニューアルの目
　　　　　的は長期の安定運用を図ることで
　　　　　あり、将来のバージョンアップに
　　　　　も対応するためである。操作は現
　　　　　行のクラウド入力と同様である。
　中　川　地方財務担当者のパソコンの OS
　　　　　との互換性については問題ないか。
　野　山　使用者のパソコンの OS の違いに
　　　　　ついては問題ないと認識している
　　　　　が、確認する。

報告４）令和４年度　会費納入状況報告と今
　　　　後の対応
　三　浦　会員数 1144 名中 JCB による振込
　　　　　583名及び本部への振込 286名の
　　　　　入金を確認している。また、会費
　　　　　未納者は 275 名で 11 月に督促状
　　　　　を発送する予定。更に、その後の
　　　　　未納者については来年１月に２回
　　　　　目の督促を行う。

報告５）入・退会者の現況報告
　丹　羽　10 月１日現在、正会員数は 1085
　　　　　名である。詳細については、令和
　　　　　４年度の組織局事業中間報告に示
　　　　　す。

（事業中間報告組織局 P６参照）

報告６）第 70 回　日本理学療法学会終了報告
　杉　浦　学会参加者は会員367名、会員外
　　　　　４名、市民公開講座は181名（一般）
　　　　　で参加者総数 552 名であった。技
　　　　　能認定登録 10 単位の交付数につ
　　　　　いては 330 名（交付割合 89.94％）
　　　　　より申請があった。学会会計の収
　　　　　支は約 220 万円の剰余金である。

（学会終了報告 P９参照）

報告７）令和４年度　運動療法機能訓練技能
　　　　講習会の進捗状況
　小　川　令和４年９月 17 日より神奈川県
　　　　　支部の担当で開講している。受講
　　　　　者は 32 名で受講期間は令和５年
　　　　　２月 12 日までとなっている。
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　野　山　以前から議論されているWeb に
　　　　　よる技能講習会の開催について
　　　　　は、関係省庁よりどのような返答
　　　　　があったのか。
　小　川　厚生労働省の担当官より「安易な
　　　　　遠隔地在住のWeb によるオンラ
　　　　　インでの開催は認められない」と
　　　　　言う返答があり、対面式での開催を
　　　　　基本とすることが確認されている。

報告８）令和４年度　理学療法指導者講習会
　　　　終了報告　
　小　川　10 月 16 日神奈川県平塚市におい
　　　　　て、受講者27名の参加で開催した。
　　　　　　（事業中間報告教育部 P７参照）

報告９）第 71 回　日本理学療法学会の進捗
　　　　状況
　青　柳　学会開催の詳細については広報
　　　　　244 号の開催案内を参照願います。
　　　　　理事会役員の皆様に、以下お願い
　　　　　があります。
　　　　　①理事会構成員の皆様は、是非学
　　　　　　会にご参加ください。
　　　　　②所属地方会、支部の会員へ参加
　　　　　　勧誘のご協力をお願いします。
　　　　　③演題提出にご協力ください。　
　野　山　演題発表の申込者は何名になって
　　　　　いるのか。
　青　柳　現在２名からの申込にとどまって
　　　　　いる。

報告 10）理療・広報の発行状況について
　小路口　広報 245 号は 12 月中旬の発行を
　　　　　予定しているので、広報掲載原稿
　　　　　は 11 月末までにお願いしたい。
　　　　　理療出版については、学会特別講
　　　　　演の内容を掲載している。活字に
　　　　　なることで理解も進むと考えてい
　　　　　る。今後の地方学会の特別講演も
　　　　　掲載する予定である。発行状況の
　　　　　詳細については広報局、理療出版
　　　　　部を参照願いたい。

（事業中間報告 P７参照）

報告 11）協会創立 75 周年記念式典に係る表
　　　　彰候補者推薦の進捗状況

　平　野　令和5年5月27 日（土）の第71 回
　　　　　日本理学療法学会で「協会創立 75
　　　　　周年記念式典」を午後３時より開
　　　　　催する。祝賀会の開催は感染状況
　　　　　をみて判断する。各支部より厚生
　　　　　労働大臣表彰、高木賞などの表彰
　　　　　候補者の推薦が届いている。

報告 12）第 60 回　東北理学療法学会報告
　大内田　９月３日（土）４日（日）山形県
　　　　　米沢市で開催し、参加者は 19 名
　　　　　であった。

報告 13）第５回　関東甲信越理学療法学会報告
　杉　浦　10 月 23 日（日）日本教育会館に
　　　　　て対面式で開催し、特別講演 2題、
　　　　　演題発表 11 題で、参加者は会員
　　　　　103 名であった。

報告 14）北海道地方会創立 70 周年記念式典・
　　　　記念学会報告
　小路口　10 月 30 日（日）Web 配信で開催
　　　　　された記念式典、記念学会には 44
　　　　　名が当日参加し、記念式典では 2
　　　　　名の会員に北海道知事感謝状が贈
　　　　　呈された。翌日からはアーカイブ
　　　　　による配信が 11 月 13 日（日）ま
　　　　　で続けられ、道外からの会員を含
　　　　　め参加者は 66 名であった。

２．議　題
議題１）令和 4年度における事業中間報告

（中間報告書 P６参照）
　平　野　事業中間報告書は事前に配布され
　　　　　ているので審議をお願いする。
　小路口　情報管理局の動画サイト（Vimeo）
　　　　　が愛知県支部研修会で活用されて
　　　　　いるが、他の地方会、支部におい
　　　　　ても活用できるのか。
　野　山　動画サイト（Vimeo）は年間契約
　　　　　しているので、支部などから依頼
　　　　　があれば対応することはできる。
　小路口　情報管理局で動画サイト（Vimeo）
　　　　　の活用を検討していただきたい。
　　　　　その上で活用方法などの手引きを
　　　　　地方組織へ周知して欲しい。
　野　山　活用を進める方向で検討する。
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（全会一致で承認）

議題２）技能認定登録制度に係る特例措置「登
　　　　録期限延長」終了の検討
　小　川　令和５年３月 31 日をもって登録
　　　　　期限延長の特例措置は終了とした
　　　　　いので審議願う。
　青　柳　認定登録者からの登録期限延長の
　　　　　申請については、現在どの程度の
　　　　　申請者がいるのか。
　平　野　最近は極々少数である。全国各地
　　　　　で課題講習会が開催されている状
　　　　　況にあるので、安易に特例措置の
　　　　　申請をせずに積極的に課題講習会
　　　　　を受講するよう指導している状況
　　　　　である。

（特例措置終了 P８参照）
　　　　　　（全会一致で承認）

議題３）大崎駅西口駅前市街地再開発に伴う
　　　　協会事務所移転の検討
　平　野　再開発準備組合に確認した結果、
　　　　　早ければ２～３年以内に、協会事
　　　　　務所があるニュー大崎マンション
　　　　　の解体工事が始まる可能性がある
　　　　　という。
　　　　　新しい建物が完成するまでには、
　　　　　さらに２年程度の月日を要するこ
　　　　　とになる。
　　　　　新しく建設されるマンションは住
　　　　　居のみで、事務所用地建設の予定
　　　　　がないため協会事務所は移転する
　　　　　ことになるのは必至である。
　　　　　その場合、協会事務所として新し
　　　　　い物件を購入するか、賃貸の事務
　　　　　所とするかの選択が必要となる。
　　　　　現在、協会事務所の物件調書作成
　　　　　のための評価額調査が行われてい
　　　　　る最中であるが、移転に伴う費用
　　　　　のすべてが保障されることになる。
　　　　　今までは、再開発の説明会や個人
　　　　　面談等に会長が一人で対応してき
　　　　　たが、今後は再開発に関する説明
　　　　　会や個人面談等に複数の理事が出
　　　　　席するなど、理事会としての対応
　　　　　をお願いしたい。事務所移転につ
　　　　　いての検討を進めたいので意見を

　　　　　求める。
　中　川　立地条件を考えると立て替え後の
　　　　　大崎のマンションに入居するのが
　　　　　良いと思う。会議に使うことは無
　　　　　理でも事務所として使用すること
　　　　　も可能ではないか。
　平　野　立て替え後のマンションは住居専
　　　　　用で今までの事務所に比べ 8割程
　　　　　度の広さになる。近隣のことを考
　　　　　えると理事会の会場としては適さ
　　　　　ない。
　坂　原　会議をするのにはマンションの居
　　　　　室では無理でも、新しいマンショ
　　　　　ンの集会場を借りて理事会をして
　　　　　はどうか。
　平　野　立て替え後のマンションに集会場
　　　　　が作られるかはまだ分からない。
　青　柳　複数の理事で今後の説明会に出席
　　　　　して対応するとあるが、東京近郊
　　　　　の役員もその中に含めていただき
　　　　　たい。
　野　山　事務所は大崎とか、都心の一等地
　　　　　とか、そのことに拘ることはない
　　　　　と思う。通信環境が整っているの
　　　　　であれば地方に事務所を置くこと
　　　　　も可能ではないか。ランニングコ
　　　　　ストを減らして活動した方が良い
　　　　　と思う。
　平　野　立て替え期間中の約２年間の仮事
　　　　　務所に係る経費は、再開発準備組
　　　　　合から支払われる。その後の事務
　　　　　所をどのようにするかを検討して
　　　　　行かなければならない。
　小路口　会長、副会長、東京近郊の役員で
　　　　　説明会に参加し、今後の対応を検
　　　　　討するのが良いと思う。
　平　野　仮事務所へ移転することは決定し
　　　　　ているので、再開発準備組合から
　　　　　の今後の説明会に複数の役員で参
　　　　　加し検討して行くことで良いか。

　　　　　　（全会一致で承認）

議題４）今後の日本理学療法学会の開催につ
　　　　いて
　平　野　前回の理事会で全国学会は輪番制
　　　　　で行うということで承認された
　　　　　が、その他に意見はないか。
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　青　柳　全国の支部、地方会では、それぞ
　　　　　れの実情に違いがあるので、開催
　　　　　する地方会、支部の実情に沿って、
　　　　　本部が強力に支援することを加え
　　　　　ていただきたい。
　平　野　今までもそのように対応してきて
　　　　　いるが、これからもそのようにし
　　　　　たい。今後の日本理学療法学会は
　　　　　輪番制で開催すること、また地域
　　　　　性も考慮して支援するということ
　　　　　で良いか。

　　　　　　（全会一致で承認）

３．提言・要望
　１）会員減少対策の検討チームの設置につ
　　　いて （小路口理事）

（提言・要望 P12 参照）
　平　野　小路口理事より「会員減少対策の
　　　　　検討チームの設置について」提案
　　　　　されているので趣旨説明を求める。
　小路口　会員減少による協会組織の課題に
　　　　　ついては、これまで代議員会並び
　　　　　に地方会より対策を求める意見が
　　　　　出ている。
　　　　　現在、全国で約 3千人のマッサー
　　　　　ジ師が医療で就労し、毎年千人程
　　　　　度の「あん摩マッサージ指圧師」
　　　　　の資格者が社会に出ている。学術
　　　　　団体の当協会にどのように吸収で
　　　　　きるかを検討するため、保険局、
　　　　　組織局を横断した形の検討チーム
　　　　　の設置を提案する。
　丹　羽　他団体との関係もあるので、検討
　　　　　チームを作ってアプローチする方
　　　　　法などを検討すべきと考えるの　
　　　　　で、提案には賛成である。
　杉　浦　最近では技能講習会の参加者が当
　　　　　協会の入会者となっている。技能
　　　　　講習会以外での新入会者はほぼい
　　　　　ない状況を考えると、どのような
　　　　　手段で当協会へ吸収することがで
　　　　　きるのか、そのようなことを検討
　　　　　する事は必要だ。
　坂　原　検討チームの設置は賛成である。
　　　　　チームの構成人員の中に外部から
　　　　　人を入れることも考えた方が良い。
　青　柳　入会者を増やすための具体案を検

　　　　　討するチームの設置には賛成する。
　平　野　提案されている保険局と組織局を
　　　　　横断した検討チームの設置につい
　　　　　ては保険局としてどのように考え
　　　　　るか。
　青　柳　入会をアピールするためにはメリッ
　　　　　トを示さなければならないので、
　　　　　保険局にかかわる事でもある。
　平　野　会員減少に対する対策は必要と考
　　　　　えている。理事会の中に検討チー
　　　　　ムを設置し、具体的に進めて行き
　　　　　たい。
　小　川　これまで養成校あるいは他団体に
　　　　　対してリーフレット、パンフレッ
　　　　　トなどを送付し組織拡充の活動を
　　　　　行ってきたが、その効果はないと
　　　　　いうことを前提で設置を考えてい
　　　　　るのか。
　小路口　診療報酬、介護報酬の適正な評価      
　　　　　を求めるために、今何ができるか
　　　　　を検討し、そこから入会者につな
　　　　　げて行きたいと考えている。
　平　野　保険局、組織局を中心に対策チー
　　　　　ムを立ち上げ、構成メンバーを人
　　　　　選し取り組むこととする。

　２）近畿地方会からの提言・要望
（提言・要望 P12 参照）

　 ⑴第 37 回近畿理学療法学会会計における
　　 地方会一般会計から地方学会特別会計
　　 への繰り入れの許可
　平　野　近畿地方会より「地方学会特別会
　　　　　計の財務処理について」提案され
　　　　　ているので回答求める。
　三　浦　事前に本部へ連絡して欲しい。相
　　　　　談があれば対応したい。
　野　山　今回開催された東北理学療法学会
　　　　　は 19 名の参加者で学会の経費は
　　　　　賄えたのか。
　三　浦　本部からの交付金を含め実施計画
　　　　　の段階で予算を組んで実施してい
　　　　　ると理解している。
　野　山　会場費や抄録の作製費など、地方
　　　　　学会開催に係る経費については、
　　　　　今後不足することも予想されるの
　　　　　で、今回の要望になっていると思う。
　三　浦　地方会の一般会計に余裕があるの
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　　　　　であれば検討することは出来る。
　　　　　いずれにしても事前に連絡して欲
　　　　　しい。
　杉　浦　税理士からは、地方会一般会計か
　　　　　らの地方学会特別会計への繰り入
　　　　　れには可能だが、実施する場合は
　　　　　事前に本部へ了解を取るように
　　　　　と、指摘があった。
　平　野　事前に本部へ連絡することで、資
　　　　　金の繰り入れを可能とする。

　 ⑵地方会・支部一般会計並びに、技能講習
　　 会・学会特別会計の年度末残預金の取り
　　 扱いについて、本部への返金・次年度交
　　 付金の減額（相殺）の徹底
　平　野　近畿地方会より「年度末残預金の
　　　　　取り扱いについて」提案されてい
　　　　　るので回答求める。
　三　浦　年度末残預金の取り扱いについて
　　　　　は、従来どおり返金されているが、
　　　　　返金が遅れている支部については
　　　　　催促している。

　３）四国地方会からの提言・要望
（提言・要望 P13 参照）

　  ⑴第 70 回日本理学療法学会について
　　①シンポジウムにおいて、手技療法につい
　　　て議論されていたが、その後の進展は？
　　　何らかの取り組みを検討されているのか。
　小路口　次年度の学術誌「理療」編集では、
　　　　　手技療法をテーマに掲載を検討し
　　　　　ている。
　　②関連諸会議及び学会の収支報告はどの
　　　ようになっていますか。
　杉　浦　学会収支報告は広報 245 号へ掲載
　　　　　する。
　　③市民公開講座のポスターのコスパに問
　　　題はなかったのか。
　小　川　費用対効果を問われていると思う
　　　　　が、問題は何もない。
　杉　浦　官庁への後援名義の申請には公益
　　　　　性が問われる。広く広報すること
　　　　　が条件になるのでポスターのコス
　　　　　パを問題視することではない。

　  ⑵理療発行に関して
　　 ５月 19 日の会議で、「募集要項等を決め

　　 る」とありましたが、公開できるものは
　　 有りますか？理療 201号に新しい広告が
　　 掲載されています。
　小路口　昨年度末に理療広告の募集要項な
　　　　　どを整備し今年度より運用してい
　　　　　る。11 月 20 日の地方会代表者会
　　　　　議で周知する。

　 ⑶財務クラウドについて
　　 以前のクラウドとの変更点について教
　　 えてほしい。
　野　山　現在の操作と変わりは無い。変更
　　　　　しないように考えている。

　 ⑷会員クラウドについて
　　 会費納入状況の確認のため、更新のタイ
　　 ミングを教えてほしい。
　三　浦　会費納入のクラウドへの入力時期
　　　　　としては、９月上旬及び督促後の
　　　　　年明け、年度末決算後の５月に更
　　　　　新する予定。
　杉　浦　年度末財務処理等の関係で財務ク
　　　　　ラウドへの入力作業は 6月以降に
　　　　　なる。
　　　　　そのようなことで会費納入を確認
　　　　　できるのは９月頃になる。

　 ⑸その他
　　①会員数の減少について、高齢化以外の
　　　理由を分析して教えて欲しい。
　丹　羽　過去 3年間で技能講習会を開催し
　　　　　た地方会が関東甲信越地方会だけ
　　　　　であった。そのことが減少の理由
　　　　　と考えられる。柔道整復師の開業
　　　　　による退会者も影響している。会
　　　　　員減少対策チームで今後、分析する。
　　②介護分野での技能認定登録者資格のメ
　　　　　リットについて教えてほしい。
　青　柳　指定通所リハビリテーション事業
　　　　　で、1時間～ 2 時間の基本単位数
　　　　　を算定できる。

　理事会では、多くの質問や意見が出されま
したが、広報紙面の都合により、審議の過程
を妨げない範囲で割愛させていただきまし
た。

以　上
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令和４年度　事業中間報告

１．事務局
 １）会議の企画、準備、開催、議事録の作成
　⑴第 63 回　定時代議員総会　
     ５月 22 日（日）日本教育会館
　⑵理事会
　　第１回　６月 12 日（日）オンライン
　　第２回　11 月６日（日）オンライン
　⑶臨時理事会 
　　第１回　５月６日（金）オンライン
　　第２回　５月 22 日（日）日本教育会館
　⑷地方会代表者と理事会構成員による意見
　　交換会　
　　第１回　６月 19 日（日）オンライン
　　第２回　11 月 20 日（日）オンライン（開催
　　予定）
 ２）事務処理及び管理
　⑴葵税理士法人との決算処理作業
　⑵法人業務及び会計に係る報告書作成、並
　　びに内閣府への提出
　⑶関連省庁、団体、学会等に対する各種要
　　望書作成と、要望活動
　⑷各支部から提出された令和３年度事業報
　　告、決算報告等の整理、管理
 ３）その他
　⑴東洋療法研修試験財団生涯研修作業部会
　　への参画
　　４月 28 日（木）オンライン
　⑵あはき等法推進協議会への参画
　　５月 20 日（金）オンライン
　　７月 25 日（月）オンライン
　　８月 17 日（水）オンライン
　⑶新型コロナのマッサージ等における視覚
　　障害者への影響に関する調査委員会
　　４月 25 日（月）オンライン
　　５月 27 日（金）オンライン
　　６月 20 日（月）オンライン
　　10 月 12 日（水）オンライン
　　11 月 16 日（水）オンライン

２．情報管理局
 １）協会ホームページ関連業務

　⑴新着情報の原稿作成、掲載
　⑵各ページの内容更新・追加、デザイン変更
　⑶各部局とホームページへ掲載する原稿の
　　確認
　⑷オンライン配信業務
　　第 70 回日本理学療法学会web 配信
　　（令和４年７月１日～令和４年７月31日）
 ２）財務クラウド等関連業務
　⑴更新作業
   　年度末、四半期更新作業
   　登録更新作業
　⑵各部局、会員からの問い合わせへの対応
　⑶財務クラウドリニューアルに関する業務
　　（委託業者との連絡、調整）
 ３）その他
　⑴各オンライン会議（Zoomミーティング）
　　の設定
　⑵動画サイト（Vimeo）の運用管理
　⑶アップロード
　　第 70 回 日本理学療法学会 動画
　　令和 4年度 愛知県支部研修会 動画

３．組織局
 １）会員登録事項変更届の受理及び処理 
正会員 休会会員 会友会員 相談役 名誉会員 合計
1085 6 8 0 5 1104
　　【データ更新日 2022 年 7 月 9 日】
     令和 4年 3月 29 日～ 10 月 1 日現在
     入会者 33 名・退会者 19 名・休会者 2名
     登録変更者 35 名
 ２）組織管理クラウド情報の更新による会員
　　の実態把握 　
 ３）「令和4年度会員名簿」を各支部長に発送
 ４）各支部における会員名簿確認後の組織管
　　理クラウド情報の更新処理　

４．保険局
 １）令和 4年度診療報酬改定に係る情報収集
　　及び広報、協会ホームページへ掲載
 ２）診療報酬及び介護報酬の問い合わせ対応
 ３）中央社会医療審議会（中医協）及び、厚
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　　生労働省の情報取集
 ４）令和６年度同時改定に係る情報収集

５，広報局
 １）広報紙面の検討、原稿依頼・収集、校正
　　等の編集作業
 ２）広報の発行
　⑴広報 244 号 ７月 20 日発行 1100 部印刷
　　製本
　⑵広報 245 号 12 月発行予定
 ３）広報発行に係るデイジー横浜への対応

６．財務局
 １）会費納入状況（令和 4年 10 月 26 日現在）
　　会員数（4月 1日現在） 1144 名
　　令和 4年度未納者　　 275 名
　　令和 3年度未納者　　  51 名
 ２）財務報告
　⑴今年度も四半期ごとの決算業務を実施
　⑵各地方会・支部、各地方学会、全国学会
　　への交付を完了
　⑶会費未納者への請求（督促状275通）11 月
　　20 日発送予定

７．学術局
 １）全般
　　第 70 回 日本理学療法学会をWeb 学会
　　で開催及び配信
 ２）教育部
　　第 45 回 理学療法指導者講習会の開催を
　　決定
　　日　時：令和４年10月16日（日）9時～16時
　　場　所：ひらつか市民活動センター
　　　　　　（神奈川県平塚市）
　　テーマ：「大腿骨近位端骨折の予防に向けて」
     　　　　 －ダイナミックフラミンゴ運動－
　　講　師：昭和大学整形外科客員教授
　　　　　　阪本桂造 先生
　　　
８．理療出版部
 １）理療出版内容の検討、原稿依頼・収集、
　　校正等の編集作業
 ２）理療の発行

　⑴Vol.51 No.4（200号/ 5月）1,400部印刷製本
　⑵Vol.52 No.1（201号/ 8月）1,300部印刷製本
　⑶Vol.51 No.4（200号別冊/ 9月）1,200部印刷製本
　⑷Vol.52 No.2（202号） 11月発行予定
 ３）今後の理療出版内容について、編集委員
　　及び編集同人より意見集約の実施

９．特殊出版部
 １）理療「音声対応CD」 №200号 46部
 ２）理療「音声対応CD」 №201号 45部
 ３）理療「音声対応CD」 №200号別冊 44部
 ４）理療「音声対応CD」 №202号12月発行予定
 ５）理療「デイジー図書」 №200号
 ６）理療「デイジー図書」 №201号
 ７）理療「デイジー図書」 №202号12月作製予定
 ８）広報「CD版」 №244号 24部
 ９）広報「デイジー版」 №244号 24部
 10）広報「CD版」「デイジー版」 №245号12月発行予定

10．運動療法機能訓練技能講習会委員会
 １）神奈川県支部にて開催
　　期間：令和４年９月17日～令和５年２月12日
　　会場：伊勢原シティプラザ
　　受講者数：32 名

11．技能認定登録制度委員会
 １）令和 4年度単位取得講習会報告書の審査
　　確認及び承認単位通知書の発行
 ２）技能認定登録及び技能認定登録更新等の
　　遂行
 ３）学会、講習会開催案内のホームページ掲載
 ４）新型コロナ感染拡大が続いているため、
　　登録更新の係わる単位取得の困難な会員
　　を対象に、有効期限延長の特別措置を講
　　じた。

12．表彰選考委員会
 １）叙勲褒章に係る関係官庁との折衝
 ２）北海道地方会創立 70 周年記念式典に
　　係る会長賞の選考
 ３）協会創立 75 周年記念式典に係る表彰
　　推薦者の選考
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全病理発第 22046 号
令 和４年 11 月７日

会　員　各　位
公益社団法人　全国病院理学療法協会

会　　長　平　野　五十男
学術局長　小　川　嗣　人

（公 印 省 略）

新型コロナウイルス感染拡大に係る技能認定登録制度の

登録更新期限延長の特例措置終了について

　令和 2 年度から実施しております新型コロナウイルス感染拡大による特例措置は以
下の理由で 令和５年３月 31 日を以って終了とします。

１．政府において新型コロナ禍での社会生活活動制限の緩和、撤廃及び積極的な活動
　　支援策が実施されている。

２．特例措置後に日本理学療法学会（名古屋・東京）をWeb 学会として開催し、理
　　学療法指導者講習会（オンデマンド、対面式）、地方学会（東北会・関東甲信越会・
　　中四国会での対面式）、技能講習会（対面式）等も開催した。

３．各地方会・支部においても徹底した感染対策を取りながらの対面式及びオンライ
　　ン式での課題講習会が継続的かつ定期的な開催が可能となってきている。

４．新型コロナ禍での課題講習会参加の環境整備が図られている。

以　上
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第 70 回　日本理学療法学会　終了報告・収支決算報告

参加者 会員：367 名  会員外：4名  市民公開講座：181 名  参加者総数：552 名

学会内容

開 催 日：令和 4年 5 月 28 日（土）29 日（日）
開 催 地：東京都千代田区　日本教育会館　
配信期間：7月 1日（金）～ 7月 31 日（日）
演題発表：28 題　/　特別講演：2題　/　シンポジウム：1題　
市民公開講座：1題　
後援団体：厚生労働省・東京都・他　13 団体　/　協賛・広告企業　6件

第 70 回　日本理学療法学会　収支決算報告書

学会事業収入

項　　目 金　　額 備　　　考

交付金収入 4,000,000 協会本部支出

学会参加費収入 2,250,000 会員 367 名 6,000・会員外 4名 48,000

協賛金収入 40,000 医院・施設・業者

広告料収入 140,000 抄録広告掲載

その他収入 0

合　　計 6,430,000

学会事業支出

項　　目 金　　額 備　　　考

旅費交通費 803,644 会議その他移動交通費・食費等含む

画像編集費 165,000 録画編集業者支払い

印刷製本費 1,602,015 広報特別号・抄録・ポスター作製、発送費含む

賃借料 620,560 学会会場・事務局控え室賃料、設備費

諸謝金支出 668,224 特別講演、シンポジウム講師料・源泉徴収税含む

消耗品・雑支出 367,364 看板・式典飾り・記念品・弁当・通信費等

合　　計 4,226,807

残　　金 2,203,193
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諸会議及び役員渉外行動報告
月 日 用　務　地 用　務　内　容
6/17 厚生労働省医政局医事課 コロナ禍での技能講習会開催方法相談（平野・小川）
19 オンライン 令和4年度　第1回地方会代表者会議（理事会構成員・地方会代表者）
20 オンライン 新型コロナがマッサージ等における視覚障害者への影響に関する調査委員会（平野）
23 オンライン 第70回　日本理学療法学会　準備委員会（小川・杉浦・青柳・野山・小路口・平野）
7/3 協会事務所 令和3年度　会計ファイル整理（平野・三浦）
12 ツナビル ニュー大崎管理組合理事会（平野）
17 協会事務所 第70回　日本理学療法学会　残務整理（杉浦・青柳・平野）
20 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・三浦・杉浦）
24 協会事務所 第70回　日本理学療法学会　残務整理（小川・杉浦・青柳・平野）
25 オンライン 令和4年度　第2回あはき等法推進協議会（平野・青柳）
8/5 協会事務所 表彰委員会　叙勲候補者申請（倉石・栁澤・平野）
6 協会事務所 第70回　日本理学療法学会　残務整理（小川・杉浦・青柳）
11 協会事務所 令和4年度　学術局関連業務（小川）
12 協会事務所 第70回　日本理学療法学会　残務整理（小川・杉浦・青柳・平野）
13 協会事務所 第70回　日本理学療法学会　残務整理（杉浦・青柳・平野）
17 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・杉浦）
17 オンライン 令和4年度　第3回あはき等法推進協議会（平野）　
24 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・三浦・杉浦）
25 品川区役所 履歴事項全部証明書・印鑑証明（平野）
31 協会事務所 大崎駅西口再開発準備組合からの進捗状況説明（平野・杉浦）
9/4 米沢市伝国の杜置賜文化ホール 第60回　東北理学療法学会（平野）
6 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・杉浦）
7 協会事務所 第45回　理学療法指導者講習会　修了証作成（平野）
13 ツナビル ニュー大崎管理組合理事会（平野）
15 協会事務所 第70回　日本理学療法学会　残務整理（杉浦・青柳・平野）
17 伊勢原シティープラザ 令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会　開講式（平野・杉浦）
18 協会事務所 令和4年度　第2四半期会計ファイル発送準備作業（平野・三浦）
23 協会事務所 北海道地方会創立70周年記念式典　祝辞・会長賞贈呈録画撮り　Zoom（平野）
27 日本武道館 故安倍晋三　国葬儀（平野）
30 オンライン 第70回　日本理学療法学会　準備委員会（小川・杉浦・青柳・平野・小路口・野山）
10/1 人事労務会館（大崎） 大崎駅西口F南地区第一種市街地再開発事業　施設建築物新築工事　説明会（平野）
4 協会事務所 大崎駅西口再開発に係る協会事務所評価額査定作業の立会い（平野）
11 ツナビル ニュー大崎管理組合理事会（平野）
12 オンライン 新型コロナがマッサージ等における視覚障害者への影響に関する調査委員会（平野）
16 平塚市民活動センター 第45回　理学療法指導者講習会（平野・小川・三浦・小路口）　
20 協会事務所 JCB担当者　退職の挨拶（平野）
23 日本教育会館 第5回　関東甲信越理学療法学会（平野・杉浦・譲矢）　
24 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・杉浦）
24 オンライン 臨時あはき等法推進協議会（平野）
25 ツナビル ニュー大崎管理組合理事会（平野）
26 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・三浦・杉浦）
27 日本教育会館 第32回　国民の健康会議（平野）
31 協会事務所 ＪＣＢ担当者　新任の挨拶（平野・杉浦）
11/5 協会事務所 理事会対応会議（平野・小川・青柳・杉浦）
6 オンライン 令和4年度　第2回理事会（理事会構成員）
7 オンライン 令和4年度　第4回あはき等法推進協議会（平野・青柳）　
13 ニュー大崎会議室 ニュー大崎管理組合定期総会（平野）　　　
15 東洋療法研修試験財団 生涯研修検討委員会（平野）
16 協会事務所 葵税理士法人財務処理（平野・三浦・杉浦）
16 オンライン 新型コロナがマッサージ等における視覚障害者への影響に関する調査委員会（平野）
20 オンライン 令和4年度　第2回地方会代表者会議（理事会構成員・地方会代表者）
20 協会事務所 協会費未納者への督促状発送作業・247通（三浦・平野）
25 協会事務所 理学療法指導者講習会ＤＶＤ発送作業（平野・小川）
26 協会事務所 協会創立75周年記念式典に係る厚生労働大臣表彰 推薦者選考委員会（倉石・栁澤・平野・小川）
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本部発信文書一覧
月 日 文書番号 宛　　先 文　書　名

6/13 24 厚生労働省医政局医事課総務係長　 運動療法機能訓練技能講習会に関する実施要項の
リモート受講追加措置のお願い

21 25 支部長・執行委員長　各位 令和4年度　第1四半期決算ファイルの送付について
23 26 役員・執行委員長・支部長　各位 令和4年度　役員名簿（附 支部長名簿）の送付
23 27 支部長　各位 令和4年度　会員名簿確認のお願い

24 28 技能講習会（関東地方会）実行委員長 令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会の開催
承認について

7/5 29 厚生労働事務次官 令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会の後援
名義使用のお願い

5 30 支部長　各位 令和3年度　「承認単位通知書」の送付について

10 31 関係医学会　7団体　各位 令和4年度　運動療法機能訓練技能講習会の後援
名義使用のお願い

25 32 厚生労働省医政局医事課総務係長　 協会創立75周年記念式典に係る厚生労働大臣表彰
について（お願い）

30 33 役員・執行委員長・支部長　各位 公益社団法人　全国病院理学療法協会「財務処理
サイト」の表示画面変更について

8/2 34 支部長　各位 技能認定登録制度に係る登録の更新について
12 35 厚生労働省医政局長 令和5年春の叙勲候補者の推薦について（回答）

13 36 執行委員長・支部長　各位 協会創立75周年記念式典に係る表彰候補者推薦に
ついて（依頼）

30 事務連絡 国立研究開発法人　科学技術振興機構　「第70回　日本理学療法学会　プログラム・抄録集」の送付について
30 事務連絡 会費納入者 領収証の発行について

31 37 阪本桂造　先生 第45回　理学療法指導者講習会の講師依頼につい
て

9/10 38 施設長　病院長　各位 第45回　理学療法指導者講習会　出張許可のお願
い

10 事務連絡 東北地方会執行委員長 第28回　認定試験問題の送付について
22 39 執行委員長・支部長　各位 令和4年度　第2四半期決算ﾌｧｲﾙ送付について

10/1 40 厚生労働省・日本医師会　他　13団体 第70回　日本理学療法学会終了報告書の提出につ
いて

12 41 理事会構成員　各位 令和4年度　第2回理事会開催のお知らせ

13 42 厚生労働大臣 協会創立75周年記念並びに法人認可60周年記念に
係る厚生労働大臣表彰について（お願い）

25 43 理事会構成員　各位 令和4年度　第2回理事会討議資料の送付
30 44 地方会執行委員長　各位 地方会代表者会議の開催について

11/1 45 厚生労働省・関係医学会 第71回　日本理学療法学会後援名義使用について
（お願い）

7 46 執行委員長・支部長　各位 新型コロナウィルス感染拡大に係る技能認定登録制
度の登録更新期限延長の特例措置終了について

20 47 会費未納者247名 令和4年度　会費納入のお願い
20 48 過年度会費未納者54名 令和3年度　会費納入のお願い
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提言・要望

１．「会員減少対策の検討チームの設置について：小路口理事」　
＜提案理由＞
　今後の協会の存続に大きく関わる会員数の減少に対して、組織を維持続けるためには、どの
ような方策が必要なのか、また会員数減少の要因にはどのようなことが影響しているのかを検
討し、課題解決への方策について保険局、組織局を横断した形で意見集約に取り組む必要があ
ります 。
　よって、課題解決への検討チームの設置を求めます。
＜検討チームの構成＞
　会員数減少の背景には、協会会員に対する診療報酬、介護報酬の現状が影響しておりますの
で保険局長、組織局長を中心とした合同の検討チームを部会として設ける。
　部会の構成人員は、理事ならびに、支部・地方会役員の中より選任する。

２．「要望書：近畿地方会」
要望事項
第 37 回近畿理学療法学会会計における地方会一般会計から地方学会特別会計への繰り入れの
許可
＜要望理由＞
　当法人の事業の一つである地方学会（第 37 回近畿理学療法学会）の運営については、回を
重ねる毎に運営資金が大変厳しい現状にあります。
　そこで地方会一般会計から地方学会特別会計へ、一定額の繰り入れを行うことによって財務
の安定化を図り、地方学会としての最低限の体制（ステータス）が保てるようにする。
① 会員数の減少による学会参加収入の減少
② 学会協賛等の企業の獲得が以前に比べて難しくなりつつある
③ 都市部での開催は賃借料等の負担の増大
④ 一般会計の余力が見込まれる

３．「提言書：近畿地方会」
提言事項
地方会・支部一般会計並びに、技能講習会・学会特別会計の年度末残預金の取り扱いについて
本部への返金・次年度交付金の減額（相殺）の徹底
＜提言理由＞
　公益法人への移行とそれに伴う新たな会計制度・基準を導入して 10 年余りとなります。導
入当初より毎年度末、残預金に対して本部へ返金（指定金額を超える分）の指示があり、ルー
ルとされています。
　また、残預金の返金がなされない地方会・支部に対しては、翌年度交付金からの減額（相殺）
となる方針であったと理解しています。
　「令和 3年度計算書類」では残預金の取り扱いが多くの地方会支部で守られている一方で、
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相当額がプールされているケースも散見されます。
組織内コンプライアンスの観点・公平性の点からも看過できないと思われます。

４．「提言要望：四国地方会」
　⑴第 70 回日本理学療法学会について
　　①シンポジウムにおいて、手技療法について議論されていたが、その後の進展は？　
　　　何らかの取り組みを検討されているのか（愛媛）
　　②関連諸会議及び学会の収支報告はどのようになっていますか（愛媛）
　　③市民公開講座のポスターのコスパに問題はなかったのか（香川）
　⑵理療発行に関して
　　5月 19 日の会議で「募集要項等を決める」とありましたが、公開できるものはありま
　　すか？　理療 201 号に新しい広告が掲載されています。（愛媛）
　⑶財務クラウドについて
　　以前のクラウドとの変更点について教えてほしい（香川）
　⑷会員クラウドについて
　　会費納入状況の確認のため、更新のタイミングを教えてほしい（香川）
　⑸その他（香川）
　　①会員数の減少について、高齢化以外の理由を分析して教えてほしい
　　②介護分野での技能認定登録者資格のメリットについて教えてほしい

杉山検校ゆかりの文化財修復保存事業に関わるお願い

　杉山検校ゆかりの文化財を修復保存し後世に伝えるプロジェクトに御支援をお願

い申し上げます。

　杉山和一検校は日本の鍼灸あん摩マッサージ業界にとって大きな功績を残した人

物です。和一ゆかりの文化財、徳川綱吉公より贈られた江の島由来の『弁財天像』

等の修復保存事業をすすめております。歴史的に価値が高いこれらの文化財を後世

に残し伝えるため、是非御支援と御協力を賜りたいと存じます。　

　皆様方からのご寄付をお待ちいたしております。

　財団法人 杉山検校遺徳顕彰会
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令和 4年度　協会ホームページ更新履歴

令和 4年 10 月 5 日現在
令和 4年 更新履歴 内　　　　　容

4月17日 新着 広報 第 243 号

4月24日 新着 広報 第 243 号の誤表記について

4月27日 新着 第 70 回　日本理学療法学会【 参加申し込み期間延長 】のお知らせ

5月24日 更新 理療 通巻 199 号・通巻 200 号　近刊案内

5月28日 新着 令和 4年度　運動療法機能訓練技能講習会 のご案内

6月4日 新着 令和 4年度　認定講習会 開催のご案内

6月12日 新着 令和 4年度　第 45 回理学療法指導者講習会 のご案内

6月13日 更新 役員名簿

6月18日 更新 連絡先一覧

7月1日 新着 第 70 回　日本理学療法学会 Web 開催【配信開始】

7月1日 更新 会員用研修動画配信 → 第 70 回 日本理学療法学会

7月13日 新着 第 60 回　東北理学療法学会【日程変更】のお知らせ

7月24日 更新 情報公開資料

7月24日 更新 年間事業計画

7月28日 新着 広報 第 244 号

7月28日 新着 広報 第 244 号 の誤表記について

8月7日 新着 北海道地方会創立 70 周年記念理学療法研修会 のご案内

8月16日 追加 協会創立 75 周年記念式典に係る「表彰候補者申請書」

8月16日 追加 協会創立 75 周年記念式典に係る「様式一式」

8月22日 新着 第 45 回　理学療法指導者講習会「受講申し込み期限の延長」について

8月25日 新着 認定訪問マッサージ師・認定機能訓練指導員講習会受講申し込み　期
限延長について

8月25日 更新 理療 通巻 201 号　近刊案内

9月3日 新着 第 5回　関東甲信越理学療法学会 のご案内

9月9日 追加 地方学会・課題講習会開催案内

9月17日 新着 第 70 回　日本理学療法学会　終了報告

9月23日 追加 理療 通巻 200 号別冊　近刊案内

9月23日 新着 理療 200 号別冊総索引 の誤植について

10月5日 新着 第 71 回　日本理学療法学会 のご案内

10月5日 更新 日本理学療法学会のご案内（第 71 回 日本理学療法学会）
 



協会主要会議及び年度末業務予定表
代議員総会

理事会・監査会等 広報・理療発行 学会・記念式典等

令和 4年
12 月

年末年始のため事務所休み
12月29日（木）～1月5日（木）
年末年始　緊急連絡先
平野会長　　　090-7423-1764
小川副会長　　080-1626-9580
青柳副会長　　090-2492-3317

広報245号

令和 5年
1月

1月6日（金）より、事務所業務開始
臨時理事会　15日（日）
令和５年度　基本姿勢・予算概要審議
支部・地方会　令和5年度　予算書
提出期限：１月31日（火）本部必着

2月 地方会代表者会議　19日（日） 理療203号

令和4年度　運動療法機能訓練技能講習
会　修講式　12日 （伊勢原市）
第37回　近畿理学療法学会　26日（大阪）
第29回　運動療法機能訓練技能講習会
認定試験　26日（伊勢原市）

3月 第3回　理事会　5日（日）第64回　定時代議員総会議案審議

広報246号
（第64回　定時
代議員総会議
案書下旬発行）

4月

支部・地方会　令和4年度決算書
提出期限：4月10日（月）本部必着
学会・諸会議に向けて事務処理（中旬）
支部から本部へ諸会議出席者名簿の提
出（下旬）
年度末監査　29日（祝）

5月
決算書類等を代議員へ発送　10日（水）
学会・諸会議に向けての作業（上旬）
第64回　定時代議員総会　26日（金）

理療204号
第71回　日本理学療法学会
27日（土）・ 28（日）　会場　土浦市
協会創立75周年並びに法人認可60周年
記念式典　27日（土） 会場　土浦市

１．葵税理士法人による財務処理作業は、協会事務所で毎月実施　　
２．理事会・地方会代表者会議は、オンラインで実施
　
　◎ 支部長・地方会執行委員長へのお願い
　　 支部・地方会の令和 5年度予算書案は、1月 31 日（火）までに、令和 4年度決算書につい
　　 ては、4月 10 日（月）までに本部事務局に提出してください。

発行人　公益社団法人　全国病院理学療法協会
〒141－0032　東 京 都 品 川 区 大 崎３－６－２１

ニュー大崎　３１８号
ＴＥＬ　 ０３（３４９４）１９４８
ＦＡＸ　 ０３（３４９４）１９５０

　　　　　　e-mail　  yakuaa@mars.plala.or.jp     
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